
8
2007
（平成19年8月）

No.30

廃棄物の不法投棄・残土の違法埋め立てにご注意 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2～3
スマイルニュースＶol.3 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4～5
市立病院から通所リハビリテーションと外来診療のご案内･ ･ ･ 6～7
秋山地区地域審議会がスタートしました ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
下水道のはなし･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8
7月から資源ごみと粗大ごみの収集日が変わっています ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9
妊婦健康診査を2回から5回に拡大します･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9
小児救急電話相談事業を開始します･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9

主 な 内 容

第58回北都留支部中学校総合体育大会第58回北都留支部中学校総合体育大会
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廃
棄
物
の
不
法
投
棄
・

残
土
の
違
法
埋
め
立
て

に
ご
注
意
！

●問い合わせ
生活環境課生活環境担当
（蕁62―3114）

不法投棄は犯罪です

不法投棄されたごみ



上
野
原
市
在
住
の
山
梨
県
不
法
投
棄

監
視
協
力
員
の
話

・
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
と
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
で
す
か

・
甲
武
ト
ン
ネ
ル
に
向
か
う
県
道
上
野
原

あ
き
る
野
線
の
道
路
沿
い
や
秋
山
地
区

に
向
か
う
県
道
四
日
市
場
上
野
原
線
の

道
路
沿
い
に
大
量
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
車
寄
せ
が
あ
る
斜
面
に
は

車
が
止
め
や
す
く
、
大
量
に
ご
み
が
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
か
ら
見

え
に
く
い
谷
や
沢
な
ど
に
も
多
く
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ど
ん
な
ご
み
が
多
い
で
す
か
。

・
一
般
の
家
庭
ご
み
や
古
タ
イ
ヤ
、
建
築

廃
材
、
ま
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か
る
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
が

多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
不
法
投
棄
を
な
く
す
に
は

・
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
自
分
の
土
地
の

対
策
を
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
人
で
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
の
が
一
番
効
果
的

だ
と
思
い
ま
す
。

3 広報うえのはら　平成19年8月号　　　　　

現
在
、
上
野
原
市
内
で
も
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
や
違
法
な
埋
め
立
て
行
為
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
に
は
膨
大
な
費
用
が
か
か

り
、
こ
れ
を
不
法
投
棄
し
て
一
度
に
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
悪
質
な
業
者
が
い
ま
す
。
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
や
違
法
な
埋
め
立
て
行
為

は
、
も
ち
ろ
ん
行
為
そ
の
も
の
を
行
う
業
者

が
最
も
悪
い
の
で
す
が
、
土
地
を
管
理
す
べ

き
土
地
所
有
者
に
も
責
任
が
及
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
簡
単
に
解

決
で
き
な
い
問
題
で
す
の
で
、
被
害
の
実
態

や
手
口
を
把
握
し
、
自
分
の
土
地
は
自
分
の

手
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
砂
等
残
土
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
事
業
で
区
域
面
積
が
500
裃
以
上
の
場
合

に
は
、
市
条
例
に
よ
り
申
請
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

廃
棄
物
・
残
土
の
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す

□
資
材
置
場
と
し
て
土
地
を
貸
し
た
ら
、
大

量
の
廃
棄
物
を
搬
入
さ
れ
た
。（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
鉄
く
ず
ま
で
）

□
土
砂
埋
め
立
て
に
同
意
し
た
ら
、
許
可
も

と
ら
ず
に
大
量
の
残
土
を
搬
入
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

□
い
つ
の
ま
に
か
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ

た
。
自
分
の
土
地
に
誰
か
が
大
量
の
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
っ
た
。

被
害
と
責
任

□
土
地
の
価
値
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

周
辺
の
地
権
者
に
も
多
大
な
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。

□
土
地
所
有
者
が
莫
大
な
処
理
費
用
を
負
担

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
土
地
と
は
？

□
人
家
か
ら
離
れ
、
使
用
し
て
い
な
い
土
地

□
土
地
が
比
較
的
平
ら
、
も
し
く
は
谷
に
な

っ
て
い
る
。

□
夜
に
な
る
と
人
や
車
の
通
り
が
少
な
い
道

路
に
面
し
て
い
る
。

□
大
型
車
輌
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
地
を
廃
棄
物
の
山
に
す
る
手
口

□
金
銭
と
甘
い
言
葉
で
誘
う
「
土
地
を
有
効

利
用
し
た
い
」、「
荒
れ
た
土
地
が
復
活
す

る
」
な
ど
。

□
借
り
て
し
ま
え
ば
、
手
続
き
は
無
視
。
組

織
的
に
短
時
間
で
大
量
の
廃
棄
物
や
残
土

を
搬
入
。

□
不
法
投
棄
の
場
合
は
昼
間
に
目
を
つ
け
た

土
地
に
夜
中
に
ダ
ン
プ
で
乗
り
つ
け
る
。

□
捨
て
れ
ば
捨
て
る
ほ
ど
利
益
に
な
る
か

ら
、
周
り
の
土
地
ま
で
知
ら
ぬ
顔
で
進
出

し
て
い
く
。

□
市
・
県
が
立
入
調
査
し
て
も
「
資
金
が
な

い
」、「
近
い
う
ち
に
改
善
す
る
」
な
ど
逃

げ
の
一
手
。

□
こ
れ
以
上
搬
入
で
き
な
い
と
わ
か
れ
ば
、

ゴ
ミ
を
そ
の
ま
ま
に
行
方
を
く
ら
ま
せ
て

し
ま
う
。

ト
ラ
ブ
ル
や
不
法
投
棄
を

防
止
す
る
た
め
に

□
日
頃
か
ら
土
地
を
見
回
り
、
遊
休
地
は
草

刈
や
防
止
柵
の
設
置
を
し
て
管
理
す
る
。

□
話
が
あ
っ
て
も
安
易
に
土
地
を
貸
さ
ず

に
、
事
業
内
容
な
ど
を
詳
し
く
書
面
で
提

出
さ
せ
る
。

□
同
意
書
だ
け
で
な
く
契
約
書
な
ど
で
万
一

の
場
合
の
責
任
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
。

□
貸
す
前
に
隣
接
地
と
の
境
界
を
決
定
し
て

お
く
。

□
強
引
な
契
約
や
脅
し
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

通
報
す
る
。

□
信
頼
で
き
る
業
者
か
ど
う
か
過
去
の
実
績

や
評
価
を
調
べ
て
み
る
。

□
必
要
な
許
認
可
の
確
認
が
と
れ
る
ま
で
絶

対
に
搬
入
さ
せ
な
い
。

□
許
認
可
の
内
容
が
聞
い
た
話
と
一
致
し
て

い
る
か
間
い
合
わ
せ
る
。

□
事
業
実
施
中
も
定
期
的
に
見
回
り
監
視
す

る
。

不
法
投
棄
監
視
協
力
員
を

設
置
し
て
い
ま
す

山
梨
県
や
上
野
原
市
で
は
、
不
法
投
棄
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
不
法
投
棄
監
視
協
力
員

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

協
力
員
は
、
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
、
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
現
場
を
確
認

し
、
不
法
投
棄
者
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の

特
徴
を
県
や
市
に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
パ

ト
ロ
ー
ル
中
に
不
法
投
棄
の
場
所
を
見
つ

け
、
ご
み
の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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も
大
事
だ
と
い
う
お
話
を
お
聞
き

し
て
、
や
は
り
、
自
分
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
人
の

意
見
を
聴
く
こ
と
で
、
依
存
し
あ

う
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
自

立
し
た
大
人
同
士
の
よ
り
良
い
関

係
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

家
庭
で
も
、
職
場
で
も
、
地
域

で
も
・
・
・
。
そ
ん
な
風
に
感
じ
、

気
づ
き
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
井

上
先
生
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

6
月
30
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
『「
女
だ
か
ら
・
・
・
」

「
男
だ
か
ら
・
・
・
」を
考
え
る
〜

仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
〜
』
を

テ
ー
マ
に
、
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
職
場
部
会
主
催
の
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
、
30
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
は（
財
）21
世
紀
職
業
財
団

山
梨
事
務
所
長
の
井
上
綾
子
さ

ん
。お

話
は
、
金
融
機
関
退
職
後
、

旧
労
働
省
へ
入
省
さ
れ
、
在
職
中

課
題
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
男
女
が
共
に
仕
事
と

家
庭
を
両
立
し
て
い
く
こ
と
は
、

企
業
側
だ
け
に
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
個
人
が
意
識
・
意
欲
を
持

ち
、
家
庭
生
活
を
変
え
る
こ
と
に

あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
ず
家
庭
か

ら
意
識
を
も
っ
て
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

夫
婦
関
係
を
柔
ら
か
く
保
つ
た

め
の
コ
ツ
、
職
場
の
人
間
関
係
に

す
ぐ
に
生
か
せ
る
聞
き
方
・
話
し

方
・
指
導
の
仕
方
な
ど
、
役
に
立

つ
お
話
し
ば
か
り
で
し
た
。
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
と
て

に
出
産
・
子
育
て
・
単
身
赴
任
を

経
験
す
る
な
ど
、
大
変
な
苦
労
を

さ
れ
な
が
ら
、
家
庭
と
仕
事
の
両

立
を
な
し
と
げ
た
ご
自
身
の
紹
介

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
現
在
、
働
く
女
性
が
増
加
し
、

子
育
て
中
の
母
親
の
再
就
職
希
望

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

山
梨
県
の
労
働
人
口
は
10
年
後
に

は
8
万
人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
る
た
め
、
女
性
の
労
働
力
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
企
業
の
緊
急
の

新しい未来へできることから始めよう
上野原スマイルプランVol .3

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告

▲ミニセミナーの様子

▲ミニセミナーの様子



市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
は
、
10
月
か
ら
の
新
規
推
進
委

員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
月
に
1
〜
2
回
、
午
後

7
時
30
分
か
ら
9
時
位
で
す
。
家

庭
・
職
場
・
地
域
の
部
会
が
あ

り
、
報
酬
も
あ
り
ま
す
。
希
望
者

に
は
託
児
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

上
野
原
市
民
の
み
な
さ
ん
に
男

女
共
同
参
画
と
い
う
も
の
を
ご
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
場
面

で
も
、
人
が
人
ら
し
く
思
い
や
り
、

思
い
を
伝
え
た
り
、
耳
を
傾
け
た

り
し
て
、
楽
し
く
生
き
て
い
け
る

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
地

道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
是
非

ご
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課

行
政
防
災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1

7
）
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第２回男女共同参画推進フォーラム

新
規
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す

▲推進委員会の様子

記念講演

「私の人生における男女共同参画づくり」

日時　8月19日（日）午後1時30分～3時30分
場所　上野原市もみじホール２階会議室
講師　村越洋子さん(大月短期大学学長)

募集人員　70名
参加申込み　8月10日（金）までに電話でお申し込みください。
※託児所を設置します。託児をご希望の場合は申し込み時に

申し出てください。

あなたにとって男女共同参画とはどんなことですか？

民主化闘争と夫婦の仲のカンケイ

国際婦人年とケニア

男女共同参画の策定のウラバナシ

先生の経歴をご一緒に振り返りながら、

あなたの今までの人生の中で

「おかしいな」と思われるところを

出していってみませんか？

そこから、あなたにとっての男女共同参画が

見えるかもしれませんよ・・・。

●申込み・問い合わせ　総務課行政防災担当（蕁62－3117）

プロフィール

村越洋子さん

1943年　東京生まれ
お茶の水女子大学大学院修士課程卒業
現職＝大月短期大学学長
現社会的活動＝男女共同参画推進連携会議（内閣府男
女共同参画局）代議員
（かつて大月市女性プラン策定委員・大月市男女共同
参画プラン策定委員）
専門＝心理学
著書＝「フランス子ども事情－夫婦子づれ留学記」他
家族＝夫・3人の子ども（長女38歳　長男36歳　二男
26歳）2人の孫（7歳・2歳）

参加者を
募集します
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上
野
原
市
立
病
院
で
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）お
よ
び
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業（
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
）を
、
平
成
19
年
8
月
1
日
か
ら
実

施
し
ま
す
。

事
業
の
概
要

◆
目
的

要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
あ
る
方
を
対
象
に
、

理
学
療
法
等
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
入
浴
等
を
と
お
し

て
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
て
、
可
能
な

限
り
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護
す
る
方
の
身

体
的
・
精
神
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
名
称
　
上
野
原
市
立
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

◆
場
所

上
野
原
市
立
病
院
2
階
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

◆
指
定

・
介
護
保
険
法
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業（
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

・
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業（
介
護
予
防
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

◆
営
業
日

月
〜
金
曜
日（
祝
日
お
よ
び
12
月
29

日
〜
1
月
3
日
ま
で
の
日
を
除
く
。）

◆
営
業
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30

分（
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
30
分
）

◆
利
用
定
員

20
名

◆
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

機
能
訓
練
、
入
浴（
一
般

浴
）、
食
事
の
提
供
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
送
迎
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
介
護
給
付
）、
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン（
介
護
給
付
）、
運
動
機
能
向
上（
介
護
予

防
）

上
野
原
市
立
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
始
と
外
来
診
療
の
ご
案
内

機
能
訓
練
室

▲
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診療科

内科

内科検査

小児科
小児心臓外来

外科

胸部外科

皮膚科

脳神経外科

整形外科
放射線科
眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

肛門科

午前・午後

午前

午前
午後
午前
午後

午前

午後
午後
午前
午後

午前

午前
午後
午前
午前
午後
午前
午後
午前

月曜日
両角
小平
浅井

井原（第1・3・5）

下山

柴垣
柴垣

長坂

間渕

小林
小林

火曜日
両角
今村
石井
闍橋

黒田

相川

長坂

市川

相川

水曜日
両角
井上
二階堂

市川
市川
杉山

長坂

戸島

長田
水越
水越
寺井
寺井

木曜日
両角
今村
塩沢

山本（第2・4）
東郷

金井
杉山（第1・予約）
三浦（第2・4）
柴（第1・3・5）

平良（予約）

西山・吉岡
内田・川瀧
戸野塚
可知

金曜日
両角
中村
毛利

勝又

岡本（第2・予約）

川村
川村

長坂

松岡
松岡

◆
利
用
料

介
護
保
険
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
）料
金
の
一
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
食
費

等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
事
業
の
実
施
地
域

上
野
原
市
、
大
月
市
梁

川
町
お
よ
び
相
模
原
市
藤
野
町

◆
ス
タ
ッ
フ

医
師
・
看
護
師
・
理
学
療
法

士
・
介
護
職
員

◆
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
立
病
院
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室（
蕁
62
―

5
1
2
1
内
線

2
1
8
・
蕭
63
―

2
4
6
9
）

《上野原市立病院　外来診療のご案内》
平成19年7月1日現在

●受付時間 午前8時～午前11時30分・午後2時～4時（ただし、午後の診療がある科のみ）
●乳児検診 月曜日　受付　午後2時～2時30分
●予防接種 火曜日～金曜日　受付　午後2時30分～3時30分
※乳児検診・予防接種は、月～金曜日の午後4時～5時までに電話予約（小児科外来内線108）をしてください。
●内科 午後外来は予約のみ
※都合により診療日が変更になる場合があります。

入
浴
室

▲
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以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
宅
地
内
排
水
設
備
を

設
置
し
た
場
合
、
工
事
費
の
2

分
の
1（
限
度
額
10
万
円
）を
補

助
し
ま
す
。
補
助
対
象
工
事
は
、

水
洗
化
工
事
費
、
宅
地
内
排
水

設
備
工
事
費
、
井
戸
な
ど
に
設

置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付
費

等
で
す
。

②
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る

た
め
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
う
制
度
で
す
。
市
内
の
金

下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
汲
み
と
り
ト
イ
レ
の
ご

家
庭
は
3
年
以
内
に
、
浄
化
槽
等

の
ご
家
庭
も
、
速
や
か
に
公
共
下

水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
等
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
早
期
に
市

が
設
置
し
た
「
公
共
汚
水
ま
す
」

ま
で
の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置

し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
と

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

①
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年

下
水
道
の
は
な
し

融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
か

ら
融
資
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
場

合
に
生
ず
る
利
子
を
市
が
全
額

補
給
し
ま
す
。

※
①
②
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
の
み
な
さ
ん
へ

排
水
設
備
工
事
補
助
金
の
交
付

期
限
で
あ
る
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
20
年
3
月
末
日
ま
で
に

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
な
い
と

補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
未
接
続
の
方
は
補
助

金
制
度
を
ご
活
用
の
う
え
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
年
度
末
に
は
各
指
定

工
事
店
に
工
事
の
依
頼
が
殺
到

し
、
工
事
を
完
了
で
き
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工

事
は
早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

秋
山
地
区
地
域
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

合
併
に
よ
り
行
政
区
域
が
拡
大

す
る
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
地
域

住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
市
政

に
反
映
す
る
目
的
で
、
秋
山
地
区

地
域
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
と
合
併
前
の
両

町
村
の
協
議
に
基
づ
き
、
平
成
19

年
4
月
1
日
か
ら
8
年
間
、
旧
秋

山
村
の
区
域
に
、
市
長
の
諮
問
に

よ
り
審
議
し
、
ま
た
は
意
見
を
述

べ
る
機
関
と
し
て
設
置
す
る
も
の

で
す
。

現
在
、
2
年
間
を
任
期
と
し
て
、

10
人
の
方
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
新
市
建
設

計
画
の
執
行
状
況
や
秋
山
地
区
に

関
す
る
市
の
施
策
展
開
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
）■

会
　
長
　
森
久
保
正
方

副
会
長
　
関
戸
幸
男

委
　
員
　
志
村
闍
雄

〃
　
　
安
留
紀
久
子

〃
　
　
古
瀬
村
元
治

〃
　
　
井
上
清
栄

〃
　
　
田
中
美
世
子

〃
　
　
佐
藤
英
雄

〃
　
　
志
村
行
雄

〃
　
　
安
留
春
雄

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推

進
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
8
）

▲審議会の様子
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県では、夜間に子どもが急な病気になったとき、
保護者からの電話による相談に対応する小児救急電
話相談事業を8月から開始します。

●利用時間 毎日午後7時～11時
●対応者 専門相談員（小児医療に精通した看護師）
●相談内容 子どもの夜間の急な病気（発熱、下痢、
嘔吐、ひきつけなど）に対する医療機関への受診
の必要性の有無
●相談方法 固定電話・携帯電話から短縮ダイヤル
「＃8000」に電話
●委託先 社団法人甲府市医師会
※設置場所　甲府市医師会救急医療センター内（甲
府市幸町14－6）

●問い合わせ

県医務課医療企画担当（蕁055－223－1480）

小児救急電話相談事業を開始します

妊婦健康診査は、母体や胎児の健康確保を図るう
えで非常に重要なものです。市では、これまで妊娠
前期および後期にそれぞれ1回、計2回について受診
票を交付し、公費負担による健康診査を実施してき
ました。
制度改正により今年7月からは、受診票の交付を5
回に拡大します。

●交付場所 保健センター（勤労青少年ホーム）
●持ち物 母子健康手帳、交付済みの受診票
●注意事項

○7月以降の出産予定で、6月末までに妊娠届けを出
された方には、新しい「受診票」を交付します。
お手数ですが保健センターまで来所をお願いしま
す。
○1回の妊婦健康診査で6,000円を限度とし助成しま
す。6,000円を超えた健診費用については自己負担
となります。
○転出した場合には使用できません。転入先の市区
町村で受診票の交換手続きをしてください。
○受診している医療機関が県外の場合は長寿健康課
保健担当までご相談ください。
○7月1日以降転入してきた方は申し出てください。

●問い合わせ 長寿健康課保健担当（蕁62－4134）

妊婦健康診査を2回から5回に拡大します

7
月
か
ら
資
源
ご
み
と
粗
大
ご
み
の

収
集
日
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

広
報
う
え
の
は
ら
6
月
号
や
折

り
込
み
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
7
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集

日
が
月
2
回
に
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
以
降
は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
さ
れ
た
日
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
資
源
ご
み
収
集
日
》

●
大
目
地
区
、
荻
野

第
1
・
3
金
曜
日

●
甲
東
地
区（
荻
野
を
除
く
）、
大

鶴
地
区
（
小
倉
を
除
く
）
、
仲

山
・
大
椚
、
大
向
　

第
1
・
3
木
曜
日

●
巌
地
区（
コ
モ
ア
し
お
つ
、
仲

山
・
大
椚
を
除
く
）

第
1
・
第
3
木
曜
日

●
コ
モ
ア
し
お
つ

第
1
・
3
土
曜
日

●
島
田
地
区

第
2
・
4
金
曜
日

●
諏
訪
、
塚
場
、
新
町

第
2
・
4
土
曜
日

●
本
町
、
原
、
新
田
倉（
大
向
を

除
く
）

第
2
・
4
土
曜
日

●
田
町
、
羽
佐
間
、
小
沢
、
西
シ

原
、
新
井
、
八
米
、
山
風
呂
、

向
風
、
小
倉

第
2
・
4
土
曜
日

●
奈
須
部
、
先
祖
・
丸
畑
、
棡
原

地
区
（
沢
渡
を
除
く
）

第
2
・
4
木
曜
日

●
西
原
地
区
、
沢
渡

第
2
・
4
木
曜
日

●
秋
山
地
区

第
1
・
3
水
曜
日

《
粗
大
ご
み
収
集
日
》

●
第
1
、
3
水
曜
日

島
田
地
区
、
上
野
原
地
区
（
奈

須
部
、
先
祖
・
丸
畑
を
除
く
）、

小
倉

●
第
2
、
4
水
曜
日

大
目
地
区
、
甲
東
地
区
、
巌
地

区
、
大
鶴
地
区（
小
倉
を
除
く
）、

奈
須
部
、
先
祖
・
丸
畑
、
棡
原

地
区
、
西
原
地
区
、
秋
山
地
区

※
粗
大
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
収
集
日
の
前

営
業
日
の
午
前
中
ま
で
に
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

処
分
手
数
料
は
、
予
約
収
集
の

場
合
は
10
裴
あ
た
り
410
円
、
直

接
持
ち
込
み
の
場
合
は
10
裴
あ

た
り
360
円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
蕁
63
―

5
3
5
3
）



会　場
大目小屋内運動場
甲東小屋内運動場
巌 中 屋 内 運 動 場

桜　扇
沢松小屋内運動場
大鶴小屋内運動場
島田中屋内運動場
上野原小屋内運動場
棡原小屋内運動場
西原小屋内運動場
秋山老人福祉センター

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
25
名
、
元
気
で
真

面
目
な
や
さ
し
い
お
じ
さ
ん
と
お

ば
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
今

ま
で
延
べ
5
回
の
清
掃
活
動
を
、

清
掃
地
域
の
区
長
さ
ん
に
も
協
力

を
得
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

環
境
浄
化
活
動
は
一
人
で
も
多

く
の
人
々
の
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
後
は
各
地
域
で
環
境
美

化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
々
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
U
K
K
の
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
事
務
所

上
野
原
市
上
野
原
5

0
1
1
（
有
）矢
島
園
芸
内

●
連
絡
先

矢
島
忠（
0
9
0
―

4

8
1
9
―

1
7
5
4
）

・
大
久
保
博
志（
0
9
0
―

3
5
3

7
―

5
8
8
5
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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平
成
18
年
度
の
上
野
原
市
の

ご
み
の
量

昨
年
度
の
収
集
お
よ
び
持
ち
込

み
ご
み
の
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
集（
カ
ッ
コ
内
は
平
成
17
年

度
の
量
）

・
可
燃
ご
み
6
9
8
1
ト
ン（
6

8
0
7
ト
ン
）

・
カ
ン
229
ト
ン（
233
ト
ン
）

・
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
383
ト
ン（
383
ト

ン
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
27
ト

ン（
20
ト
ン
）

・
資
源
ご
み
386
ト
ン（
394
ト
ン
）

・
粗
大
ご
み
17
ト
ン（
15
ト
ン
）

合
計
8
0
2
3
ト
ン（
７
８
５

２
ト
ン
）

◆
持
ち
込
み（
カ
ッ
コ
内
は
平
成

17
年
度
の
量
）

・
可
燃
ご
み
2
5
1
9
ト
ン（
2

5
3
7
ト
ン
）

・
カ
ン
21
ト
ン（
25
ト
ン
）

・
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
71
ト
ン（
66
ト

ン
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
1
ト

ン
未
満（
15
ト
ン
）

・
長
物
鉄
71
ト
ン（
88
ト
ン
）

・
資
源
ご
み
188
ト
ン（
197
ト
ン
）

・
粗
大
ご
み
303
ト
ン（
255
ト
ン
）

合
計
3
1
7
3
ト
ン（
3
1
8

3
ト
ン
）

平
成
14
年
度
に
ご
み
の
総
量
が

1
万
2
1
1
9
ト
ン
で
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
18
年
度
は
や
や
増
加

し
ま
し
た
。

こ
の
要
因
と
し
て
、
可
燃
ご
み

の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
可
燃

ご
み
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
今

後
は
可
燃
ご
み
に
混
在
さ
れ
る
資

源
ご
み
の
分
別
排
出
を
呼
び
か

け
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

基
づ
く
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ

ー
、
紙
製
容
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
の
分
別
排
出
に
つ
い
て

も
、
排
出
し
や
す
い
条
件
づ
く
り

（
拠
点
回
収
場
所
の
増
設
等
）に
努

め
て
い
き
ま
す
。

会
員
募
集

「
上
野
原
を
き
れ
い
に
し
よ
う

会
　
略
称
U
K
K
」は
、
環
境
浄

化
活
動
を
目
的
に
、
今
年
の
4
月

8
日
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
山
や

河
川
に
不
法
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ

を
拾
い
、
自
然
を
大
切
に
、
自
然

と
共
生
し
て
活
か
そ
う
と
思
っ
た

人
た
ち
が
集
ま
り
、
地
域
の
河
川

浄
化
作
業
と
小
観
光
地
化
整
備
を

敬
老
祝
事
業
の
お
知
ら
せ

《
市
・
県
民
敬
老
祝
金
》

市
・
県
で
は
、
市
在
住
の
高
齢

者
の
長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も

に
、
敬
老
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

地
域
社
会
の
平
和
と
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
敬
老
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

●
市
敬
老
祝
金

◎
支
給
対
象
者
　
基
準
日（
9
月

15
日
）に
お
い
て
満
77
歳
、
満

88
歳
、
お
よ
び
満
100
歳
以
上
の

方
で
、
基
準
日
前
か
ら
引
き
続

き
1
年
以
上
市
に
住
民
登
録
の

あ
る
方

◎
祝
金
額

満
77
歳
3
千
円

満
88
歳
5
千
円

100
歳
以
上
5
万
円

●
県
民
敬
老
祝
金

◎
支
給
対
象
者
　
基
準
日（
9
月

15
日
）に
お
い
て
満
77
歳
、
満

88
歳
、
お
よ
び
満
100
歳
以
上
の

方
で
、
8
月
1
日
現
在
、
県
内

に
在
住
す
る
方

◎
祝
金
額
　
満
77
歳
3
千
円

満
88
歳
5
千
円

満
100
歳
以
上
5
万
円

●
支
給
　
市
・
県
民
敬
老
祝
金
と

も
に
、
9
月
中
に
支
給
し
ま
す
。

各
地
区
敬
老
会
の
開
催

市
で
は
、
例
年
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、
各
地
区

で
次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

対
象
年
齢
は
75
歳
以
上
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）

地区名
大　目
甲　東
四方津
コモア
沢　松
大　鶴
島　田
上野原
棡　原
西　原
秋　山

日　程
9月17日（祝）
9月30日（日）
9月30日（日）予定
9月30日（日）予定
9月30日（日）予定
10月 6日（土）
10月 8日（祝）
9月29日（土）
9月30日（日）
10月 7日（日）
9月17日（祝）
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8 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※8月28日（火）は生活習慣病予防健診の結果説明会
のため中止します。

★乳幼児健診（8/1～9/10までの予定）

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 8月20日（月）予約制になります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 市に住民登録のある35歳以上の方

（H19･4･1～H20･3･31までに35歳にな
る方も含む）

◎検 診 料 自己負担金　10,700円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は12,400円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市に住民登録のある20歳以上の女性
◎検 診 料 1,000円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎指定医療機関 武者医院（大月市）・磯部医院

（都留市）
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

し込みください。

★すこやか健康相談（8/1～9/10までの予定）

◎対 象 者 市に住民登録のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交
付します。）、筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相
談を希望される方は、電話等で前日までにご連
絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳・歯ブラシ
コップ・問診票・早朝尿

3～4
か月児

9～10
か月児

3 歳 児

該当児
平成19年
3月下旬・
4月生
平成18年
10月・11
月上旬生
平成16年
5月下旬・
6月生

実施日

8月9日
（木）

8月23日
（木）

9月7日
（金）

実施日

8月10日（金）

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談

場　　　所

保健センター

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721



所
、
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

8
月
8
日（
水
））・
22
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
―

3

1
1
5
）

ソ
バ
の
作
付
け
に

奨
励
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
遊
休
農
地
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
お
よ
び
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
ソ
バ
の
作
付
け
を
奨

励
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
し
た
方

に
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
択
基
準

①
秋
ソ
バ
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
他
の
事
業
と
重
複
す
る
場
合
は

対
象
外
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
額

一
ア
ー
ル
あ
た
り

3
千
円（
上
限
5
万
円
）

●
申
請
方
法

作
付
け
後
、
経
済

課
ま
た
は
支
所
・
出
張
所
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

8
月
31
日（
金
）ま

で
に
経
済
課
へ
必
着

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
産
業
振

興
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
提
出

が
な
い
と
8
月
分
以
降
の
手
当
等

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け

て
い
な
い
方
で
支
給
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
福

祉
課
子
育
て
支
援
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

●
注
意
事
項

・「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」・

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
更
新
申
請
書
」の
用
紙
は
、

受
給
者
全
員
に
郵
送
し
て
い
ま

す
。

・
提
出
時
に
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
受
給
者
本
人
が
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
所
・
各
出
張
所
へ
の
提
出
、

郵
送
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

8
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
担
当
で
は
、
も
み

じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を
「
子
育
て
プ

レ
イ
ル
ー
ム
」
と
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。

親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

●
対
象
者

市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

◎
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級

の
所
持
者

◎
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
・
2
級
の
所
持
者

◎
国
民
年
金
法
1
級
・
2
級
と
同

等
程
度（
特
別
児
童
扶
養
手
当

1
級
・
2
級
の
対
象
児
童
を
含

む
。）の
障
害
の
あ
る
方

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

資
格
更
新
申
請
書
」は
8
月
中

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

現
在
、
児
童
扶
養
手
当（
支
給

停
止
者
等
を
含
む
）・
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
助
成
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
」・「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

受
給
資
格
更
新
申
請
書
」を
8
月

31
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」・

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資

格
更
新
申
請
書
」は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
の
状
況
、
生
活
状
況

等
を
確
認
す
る
た
め
に
必
ず
提
出
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体
力
・
運
動
能
力
測
定
を

実
施
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
ご
自
分

の
体
力
・
運
動
能
力
を
知
る
た
め

に
、
体
力
・
運
動
能
力
測
定
を
実

施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
測
定
結
果
は
当
日
さ
し

あ
げ
ま
す
。

●
日
時

9
月
12
日（
水
）午
後
5

時
30
分
〜
8
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
多
目
的

ホ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ

●
参
加
費

無
料

●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
者

●
測
定
内
容

握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と

び
・
急
歩

●
服
装

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア（
運

動
の
で
き
る
服
装
）

●
持
ち
物

屋
内
運
動
靴
、
タ
オ

ル

●
申
込
期
間

8
月
6
日（
月
）〜

14
日（
火
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分
（
土
・
日
を
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
不

自
由
者
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判

定
、
補
装
具
等
の
相
談
や
障
害
者

全
般
の
相
談
会
を
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時

8
月
29
日（
水
）午
前
10

時
か
ら
正
午（
午
前
10
時
ま
で

に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

会
議
室
1

※
原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
方
の
医

療
費
の
一
部（
入
院
時
食
事
療
養

費
標
準
負
担
額
を
除
く
）を
助
成

し
て
い
ま
す
。



会
員
に
な
る
と
、
館
内
で
の
ご

利
用
金
額
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
加

算
さ
れ
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と

入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン

ト
等
楽
し
く
て
お
得
な
イ
ベ
ン
ト

実
施
中
。

●
問
い
合
わ
せ

新
湯
治
場
秋
山

温
泉（
蕁
56
―

2
6
1
1
）

第
8
回
秋
山
ふ
る
里
祭
り
を

開
催
し
ま
す

今
年
も
秋
山
ふ
る
里
祭
り
を
盛

大
に
開
催
し
ま
す
。
友
人
・
知
人

を
誘
っ
て
、
自
然
い
っ
ぱ
い
秋
山

の
夏
の
夜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時

8
月
12
日（
日
）午
後
3

時
30
分
〜

●
内
容

○
露
店

焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、

綿
菓
子
、
か
き
氷
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
な
ど

○
イ
ベ
ン
ト

親
子
ゲ
ー
ム
、
武

道
演
技
、
よ
さ
こ
い
、
お
囃
子
、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
盆
踊
り
、
花
火

な
ど

○
展
示

秋
山
小
児
童
・
秋
山
中

生
徒
・
秋
山
保
育
所
園
児
に
よ

る
作
品

●
場
所

秋
山
中
学
校
校
庭
お
よ

び
屋
内
運
動
場

後
9
時
30
分（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト

ッ
プ
午
後
9
時
）

《
コ
モ
ア
し
お
つ
地
区

無
料
送
迎
バ
ス
を
開
始
》

●
日
時
　
毎
月
第
2
・
第
4
木
曜

日
・
コ
モ
ア
Ｙ
字
路
午
前
9
時
30
分

・
コ
モ
ア
プ
ラ
ザ
午
前
9
時
35
分

・
四
方
津
駅
　
　
午
前
9
時
40
分

※
詳
し
い
時
刻
等
に
つ
い
て
は
、

お
気
軽
に
秋
山
温
泉
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
秋
山
温
泉
会
員
大
募
集
》

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
支
所（
蕁

56
―

2
1
1
1
）

下
水
道
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

山
梨
県
、（
財
）山
梨
県
下
水
道

公
社
お
よ
び
峡
東
流
域
下
水
道
推

進
協
議
会
で
は
、
9
月
の「
下
水

道
の
日
」の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
、
下
水
道
ま
つ
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て
、「
第
22
回
下
水

道
ま
つ
り
」を
行
い
ま
す
。

秋
山
温
泉
か
ら
お
知
ら
せ

《
営
業
時
間
を
延
長
し
ま
す
》

●
期
間

・
7
月
14
日（
土
）〜
9
月
2
日

（
日
）ま
で
の
金
・
土
・
日
曜
日

・
8
月
13
日（
月
）〜
16
日（
木
）ま

で
の
毎
日

●
時
間

・
お
風
呂

午
前
10
時
〜
午
後
10

時
・
プ
ー
ル

午
前
10
時
〜
午
後
8

時
30
分

・
レ
ス
ト
ラ
ン

午
前
11
時
〜
午
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

ボランティア
児童生徒指導相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

9日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
8月5日・26日
午前 9：00 ～ 　　正　午

9日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
午前 9：00 ～ 午後 4：00

8月の相談日

63-5700
0120-28-7830

毎週金曜日
午後 1：30 ～ 午後 5：00

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：30

もみじホール
3階会議室7

20日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00

市役所会議室A
秋山公民館

都合により開催しません。  

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

上野原市が幼児教育特区に
認定されました

上野原市は今年1月24日に、国が進めている構造改革
特別区域計画の中の｢3歳未満児に係る幼稚園入園事業｣
の申請をし、3月30日に内閣総理大臣から事業の認定を
受けました。
この特区により、現在、満3歳の誕生日を迎えなけれ
ば入園できないところを、満3歳の誕生日を迎える年度
当初から幼稚園に入園できることになりました。
少子化により、幼児同士が触れ合う機会が減少して
いますので、早期に幼稚園に入園し集団生活を体験す
ることで社会性・協調性を育むことができます。また、
保護者は子育ての負担の軽減や地域活動、生涯学習等
への社会参加の促進が期待されます。
この事業は平成20年4月から全国展開が予定されてい
ます。
●問い合わせ

学校教育課学校教育担当（蕁62－3408）

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下

水
道
の
こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用
意
し
ま

し
た
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

9
月
9
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑

4
1
7
（
駐
車
場
あ
り
）

●
催
し
物

下
水
道
施
設
見
学

会
、
フ
ア
フ
ア
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

峡
東
浄
化
セ
ン

タ
ー（
蕁
0
5
5
―

2
6
3
―

2

7
3
8
）



●
出
願
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
の
者
）

《
専
攻
科
》

●
募
集
人
員
・
落
葉
果
樹
学
科

（
若
干
名
）

●
出
願
資
格
　
短
期
大
学
以
上
で

農
業
課
程
を
修
め
た
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
の
者
）

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
立
農
業

大
学
校（
蕁
0
5
5
１
―

32
―

2

2
6
9
）

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
で

試験日

平成19年10月26日
平成20年 1月17日
平成20年 2月29日

は
、
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。

《
機
械
科
》

●
訓
練
内
容
　
普
通
旋
盤
、
Ｎ
Ｃ

旋
盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
等

に
よ
る
金
属
切
削
加
工
の
技

能
、
製
図
の
知
識
、
溶
接
技
能

の
習
得

《
服
飾
科
》

●
訓
練
内
容
　
採
寸
、
型
紙
作
り

か
ら
、
動
力
ミ
シ
ン
に
よ
る
婦

人
服
、
子
ど
も
服
等
が
作
れ
る

技
能
、
販
売
の
た
め
の
知
識
の

習
得

●
訓
練
期
間
　
10
月
〜
３
月
（
６

か
月
間
）

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所

の
求
職
申
込
者

●
申
込
み
期
限

８
月
31
日（
金
）

ま
で

●
受
講
料

無
料

《
パ
ソ
コ
ン
科
》

●
訓
練
内
容
　
Ｉ
Ｔ
の
基
礎
知
識
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
の
習
得

※
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
検
定
試
験

（
3
級
）合
格
を
目
指
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

10
月
〜
12
月（
2

か
月
間
）

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所

の
求
職
申
込
者（
ワ
ー
プ
ロ
な

ど
で
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
、

簡
単
な
文
書
作
成
が
で
き
る

方
）
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JAPANESE CLASS

1st and 3rd Wednesdays 10:00～12:00
2nd Conference Room,2F
Uenohara City Culture Hall

For inquiry, please call
Board of Education
TEL62－3409

外国人のための
日本語教室を開催しています

市教育委員会では、毎月2回、外国人を対象に
日本語教室を開催しています。家族や地域で日
本語が話せずに困っている外国人がいましたら、
ぜひ、声をかけて参加してください。
●日時 9月5日（水）・19日（水）午前10時～正午
●場所 もみじホール2階　会議室2
●申込み・問い合わせ
社会教育課社会教育担当（蕁62－3409）

FREE

試験区分

養成科《推薦》　　　専攻科《一般Ａ》

養成科《一般前期》　専攻科《一般Ｂ》

養成科《一般後期》　専攻科《一般Ｃ》

《入学試験日程》

●
申
込
み
期
限

9
月
7
日（
金
）

ま
で

●
受
講
料

無
料

《
接
遇
・
応
対
の
た
め
の
英
会
話
》

●
対
象
者
　
外
国
の
方
と
の
対
話

業
務
に
携
わ
る
方
お
よ
び
英
会

話
に
興
味
の
あ
る
方

●
日
程

10
月
1
・
2
・
4
・

5
・
9
・
10
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

●
定
員
　
15
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
受
付
開
始

8
月
1
日（
水
）

《
エ
ク
セ
ル（
応
用
2
回
目
）》

※
エ
ク
セ
ル
応
用
1
回
目
と
同
じ

内
容
で
す
。

●
対
象
者
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知

識
を
習
得
し
て
い
る
方
（
エ
ク

セ
ル
応
用
1
回
目
の
応
募
の
方

を
除
く
）

●
日
程

10
月
2
・
4
・
5
・

9
・
11
・
12
日
の
6
日
間

●
時
間

午
後
6
時
〜
9
時

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料

2
1
0
0
円

●
受
付
開
始

8
月
2
日（
木
）

※
申
し
込
み
は
規
定
用
紙
に
記
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
電
話
の

み
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
規
定
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ

い
。）

●
問
い
合
わ
せ

県
立
都
留
高
等

技
術
専
門
校（
蕁
43
―

8
9
1
1
）

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
楽
し
く
演
奏
し
ま
す
。

多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

8
月
25
日（
土
）午
後
5

時
開
場
、
5
時
30
分
開
演

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
上
野
原
高
校

「
篠
原
」（
蕁
62
―

4
5
1
0
）

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
が

変
わ
り
ま
す

《
平
成
20
年
度
学
生
募
集
》

平
成
20
年
度
か
ら
、
専
門
学
校

と
し
て「
養
成
科
」、「
専
攻
科
」

を
新
設
し
、
未
来
の
農
業
を
担
う

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
4
年
制
大
学
へ
の

編
入
も
可
能
と
な
り
、
卒
業
生
に

は「
専
門
士
」の
称
号
が
付
与
さ
れ

る
予
定
で
す
。

《
養
成
科
》

●
募
集
人
員

・
果
樹
学
科
20
名

・
園
芸
学
科（
野
菜
・
花
き
コ
ー

ス
）10
名



見
！
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
》

け
が
や
病
気
の
中
に
は
、
脳
卒

中
の
よ
う
に
意
識
が
な
く
な
っ

て
、
呼
吸
が
で
き
な
く
な
り
、
つ

い
に
は
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

も
の
や
、
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
の

よ
う
に
突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
も
の
な
ど
特
に
重
篤
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き

に
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

に
何
ら
か
の
応
急
手
当
を
し
な
い

と
命
は
助
か
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
公
共
機
関
や
駅
な

ど
で
A
E
D（
自
動
対
外
式
除
細

動
器
）の
導
入
が
進
み
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
の
手
に
よ
り
手

当
が
実
施
さ
れ
、
無
事
元
気
に
な

ら
れ
た
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
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光
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）

※
当
日
は
午
前
8
時
30
分
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
主
会
場
で
の
主
な
訓
練

○
避
難
状
況
収
集
・
伝
達
訓
練

○
初
期
消
火
訓
練

○
消
火
訓
練

○
救
出
・
救
護
訓
練

○
炊
き
出
し
・
給
水
訓
練

○
避
難
所
設
置
・
運
営
訓
練

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
訓
練

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

広
げ
よ
う
救
命
の
輪（
救
命

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
）

《
目
の
前
で
倒
れ
て
い
る
人
を
発

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
心
肺
蘇

生
法
を
習
得
し
、
も
し
も
の
と
き

に
備
え
ま
せ
ん
か
？

●
日
時

9
月
9
日（
土
）午
後
1

時
か
ら
4
時（
3
時
間
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

心
肺
蘇
生
法
、
窒
息
の

解
除
方
法
、
A
E
D
の
使
用
方

法
※
実
技
中
心
の
講
習
で
す
。
軽
い

運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
定
員

30
名

●
費
用

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
消

防
署
救
急
担
当（
蕁
62
―

4
1
1

1
）

7月8日、巌地区区長会・四方津公民館役職
員・たけのこの会が中心となって、四方津公民
館とその周辺の清掃活動を行いました。
清掃活動には、四方津地区内の各種団体や、
四方津公民館利用者など、約70名が参加しまし
た。

四方津公民館の清掃活動

総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

新
潟
県
中
越
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
災
害
時
に
適
切
な
応
急
対
策

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、「
平
成

19
年
度
上
野
原
市
総
合
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
8
時
30
分
に
防

災
無
線
か
ら
サ
イ
レ
ン
と
地
震
発

生
合
図
の
放
送
を
し
ま
す
。
家
庭

内
で
の
安
全
・
防
災
対
策
の
再
確

認
を
す
る
と
と
も
に
、
各
地
区
に

お
い
て
実
施
さ
れ
る
訓
練
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

8
月
26
日（
日
）午
前
8

時
30
分
〜
正
午

●
主
会
場

秋
山
地
区（
秋
山
観

AED（自動体外式除細動器）を
用いた普通救命講習会を実施しました

AEDを用いた除細動（電気ショック）の
重要性は、除細動を行うことが1分遅れる
ごとに7～10％社会復帰率が下がると言わ
れていることからも分かります。救急車
が到着するまでに全国平均では、約6分を
要し、その間何もしないでいると生存へ
のチャンスを半分以上失ってしまうこと
になります。
このことから、傷病者が倒れた現場に
居合わせた人が、その現場で早期に除細
動を行うことや、人工呼吸や胸骨圧迫を
用いた心臓マッサージなどを行うことが
重要になってきます。
AEDは、市役所1階市民課カウンターな
どに配備されています。市役所において
も多くの職員がAEDを正確に使用できる
ようにと、昨年に続き、6月28日・7月4
日の2回、普通救命講習会を実施しました。



●
日
時

8
月
25
日（
土
）午
前
9

時
〜
午
後
4
時

●
場
所

甲
府
地
方
気
象
台（
甲

府
市
飯
田
4
―

7
―

29
）

●
参
加
費

無
料
（
予
約
不
要
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
緊
急
地
震
速
報
コ
ー
ナ
ー

○
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
を
体
験
し

よ
う

○
気
象
台
見
学
コ
ー
ナ
ー

●
場
所

島
田
地
区
の
桂
川

●
期
間

平
成
19
年
7
月
〜
平
成

20
年
3
月
末
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁
相
模
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務

所
相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0
4

2
―

6
8
4
―

3
5
2
1
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

厚
生
労
働
省
と
山
梨
県
で
は
、

本
年
7
月
31
日
を
調
査
期
日
と
し

て
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が

指
定
し
た
全
国
の
調
査
区
で
、
常

用
労
働
者
を
1
〜
4
人
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
賃
金
・

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を

開
始
し
ま
す

神
奈
川
県
企
業
庁
で
は
、
次
の

と
お
り
今
年
度
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

工
事
に
伴
い
発
生
す
る
騒
音
、

粉
塵
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
は
、
工
事
期
間
中
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
工
事
名

相
模
貯
水
池
堆
積
土

砂
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

●
内
容

堆
積
土
砂
掘
削
・
運

搬
・
仮
置
き
・
搬
出
の
各
作
業

（
し
ゅ
ん
せ
つ
量
は
、
25
万
裙

の
予
定
で
す
。）

労
働
時
間
・
雇
用
の
実
態
を
調
べ

る
も
の
で
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
8
月
上
旬
か
ら
9
月
上
旬
に

か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
統
計
調
査
課

（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
3
4

1
）

お
天
気
フ
ェ
ア
2
0
0
7
を

開
催
し
ま
す

甲
府
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

台
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り

「
お
天
気
フ
ェ
ア
2
0
0
7
」を
開

催
し
ま
す
。
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な

課題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしてい
ますので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はお

おむね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課秘書広報担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

8月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、8月28日（火）午前9時から11時です。

○
実
験
・
工
作
コ
ー
ナ
ー

○
お
誕
生
日
の
天
気
調
べ

○
気
象
測
器
を
さ
わ
っ
て
み
よ
う

※
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
や
バ
ス
等

の
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
気
象

台（
蕁
0
5
5
―

2
2
2
―

3
6

3
4
）

5月20日、山梨学院大学で行われた第15
回全国中学生空手道選手権大会山梨県予
選において、当市中学校所属の選手たち
が活躍し、第15回全国中学生空手道選手
権大会の出場権を手にしました。

《女子団体組手の部》

・上野原中学校

・屋敷一帆さん・小佐野瑠さん
・小倉礼比奈さん
《男子個人形の部》

・富田渓介さん（上野原中学校）
《女子個人形の部》

・津田温子さん（巌中学校）

第15回全国中学生
空手道選手権大会出場

全
国
大
会
出
場
を
喜
ぶ
選
手
た
ち

▲



す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
そ
の
家
電
を
購
入
し
た
小
売
店

・
同
種
の
製
品
の
買
替
え
を
す
る

小
売
店

※
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・
運

搬
料
金
を
支
払
い
ま
す
。

●
購
入
し
た
小
売
店
が
な
く
な
っ

て
い
る
、
他
人
か
ら
譲
り
受
け

た
も
の
で
購
入
し
た
小
売
店
が

わ
か
ら
な
い
、
買
い
替
え
は
せ

ず
に
廃
棄
だ
け
の
場
合
な
ど

は
、
次
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

・
最
寄
り
の
小
売
店

・
お
住
ま
い
の
自
治
体（
環
境
担

当
課
）

※
小
売
店
に
引
き
渡
し
た
家
電
製

品
が
、
指
定
引
取
場
所
に
持
ち

込
ま
れ
た
か
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
支
払
い
時
に
渡
さ
れ
る
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
券
控
え
の
「
管

理
票
番
号
」
に
よ
り
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
引
き
渡
し
確
認

先

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン

タ
ー
（
蕁
0
1
2
0
―

3
1
9

6
4
0
）

http://w
w
w
.rkc.aeha.or.jp/

●
問
い
合
わ
せ

県
循
環
型
社
会

推
進
課（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
5
0
6
）

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課秘書広報担当（蕁62－3118）

17 広報うえのはら　平成19年8月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

女性のための整体・アロマセラピーサロン

【Glow  of  Health】080－1295－3621
上野原市上野原1736シャトーリオン1Ｆ

♪肩こり解消コース60分5,000円→4,500円（初回のみ）
♪整体 40分3,000円　★まつ毛パーマ2,000円（人気♪）
♪アロマボディハーフコース75分6,000円ネット予約割引有

（全身の疲れに月に一度、ご褒美を）
ホームページはhttp://www.glow-of-health.com

家
電
製
品
は
使
い
終
わ
っ
た

ら
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
消

費
者
は
、
不
要
に
な
っ
た
家
電
製

品
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
）
を
小
売

店
な
ど
に
適
切
に
引
き
渡
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
不
要
に
な
っ
た
家
電
製
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
手
続
き
は
、
次
の
小

売
業
者（
家
電
小
売
店
）に
依
頼

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
お
め
で
と
う

8
月
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
る
平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
に
、
当
市
か
ら
空
手
道
競
技
3
人
、
体
操
競
技
2
人
の
計
5
人
の

生
徒
が
山
梨
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

井上直樹さん
日大明誠高校

吉澤晃正さん
日大明誠高校

上條綾香さん
都留高校

空
手
道
競
技

蔦木大騎さん
上野原高校

岡部　稔さん
上野原高校

体
操
競
技

盆
踊
り
を
開
催
し
ま
す

（
財
）三
生
会
病
院
で
は
、
山
梨

県
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
た

め
の
、
盆
踊
り
大
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
8
月
8
日（
水
）午
後
6

時
〜
8
時
30
分（
雨
天
の
場
合

は
、
翌
日
に
順
延
）

●
場
所

三
生
会
病
院
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
内
容

盆
踊
り
、
模
擬
店（
無

料
）、
花
火
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

（
財
）三
生
会
病

院（
蕁
62
―

3
3
5
5
）

8
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」で
す

道
路
は
日
常
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
公

共
施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
、
8
月
の
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
を
機
会
に
、
道
路
の

重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

県
道
路
管
理
課

（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
6
9

5
）

広
　
　
告



巌
地
区

荒
木
嶺れ

い（
繁
）

上
野
原
地
区

横
瀬
真
央

ま

お
（
真
一
）、
大
神
田
彩
斗

あ
や
と

（
和
巳
）、
白
坡
有
真

ゆ
う
ま（

浩
幸
）、

山
上
真
歩

ま

ほ

（
秀
樹
）、
杉
本
龍
雅

り
ゅ
う
が

（
雅
也
）、
鈴
木
愛
理

あ
い
り（

拓
生
）

棡
原
地
区

石
井
結
菜

ゆ
い
な（

啓
志
）

甲
東
地
区

松
永
正
敏
＝
久
田
陽
子

上
野
原
地
区

中
嶋
清
仁
＝
星
清
美

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
6
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課秘書広報担当（電話62-3118）

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

夏
季
は
食
中
毒
菌
な
ど
の
微
生

物
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
す
る
時

期
で
す
が
、
少
し
注
意
を
す
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
の

基
本
は
「
手
洗
い
」
で
す
。
調
理

前
、
肉
や
魚
を
さ
わ
っ
た
あ
と
、

盛
り
付
け
の
時
な
ど
こ
ま
め
に
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
に

注
意
し
て
、
家
庭
か
ら
食
中
毒
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
菌
を
付
け
な
い

・
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
う
。

・
包
丁
と
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、

野
菜
用
で
使
い
分
け
る
。

・
冷
蔵
庫
内
で
は
、
調
理
し
た
も

の
を
上
の
棚
に
置
く
。

○
菌
を
増
や
さ
な
い

・
生
も
の
や
冷
凍
食
品
は
、
最
後

に
買
っ
て
帰
る
。

・
調
理
後
の
食
品
は
早
め
に
食
べ

る
。

○
菌
を
や
っ
つ
け
る

・
加
熱
す
る
食
品
は
中
心
ま
で
十

分
加
熱
す
る
。

・
食
器
、
調
理
器
具
は
熱
湯
や
漂

白
剤
で
消
毒
す
る
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

保
健
所
で
は
、
精
神
科
医
師
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

食
欲
が
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、

イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
、
気
力
が
な

く
な
り
憂
う
つ
な
気
持
ち
が
続
く

な
ど
の
気
分
の
不
調
が
続
い
た

り
、
繰
り
返
し
起
き
た
り
す
る
場

合
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
院
に

行
こ
う
か
迷
っ
て
い
た
ら
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
所
で
は
ま
ず
相
談
さ
れ
る

方
か
ら
状
況
を
お
聞
き
し
、
医
療

的
援
助
が
必
要
な
場
合
に
医
師
と

の
相
談
日
が
決
ま
り
ま
す
。

○
精
神
科
医
師
相
談
日（
予
約
制
）

毎
月
第
2
、
4
水
曜
日
午
後

○
料
金

無
料

保
健
所
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
思
春
期
や
子
ど
も
の
心
の
問
題

・
ア
ル
コ
ー
ル
等
依
存
症
関
係

・
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
―

24
―

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 奈良　航汰
こ う た

くん（10か月）
直久さんと静恵さんの長男

“これからも元気で、すくすく大きくなってね。”

巌地区 加藤　理人
り ひ と

くん（11か月）
恵一さんと由美さんの長男

“元気にたくましく育ってね。”



甲
東
地
区

守
屋
百
太
郎（
清
一
）

巌
地
区

小
島
春
子（
ひ
ろ
子
）、
上
森
春
雄

（
誠
）、
春
風
百
子（
孝
）、
小
山
恒

枝（
建
治
）

島
田
地
区

佐
藤
幹
子（
英
幸
）、
大
久
保
福
雄

（
た
ま
　
）

上
野
原
地
区

山
坡
孝
夫（
章
彦
）、
小
俣
勝
二

（
真
智
子
）、
坂
本
茂
子（
林
幸
次
）、

青
木
綱
三（
藤
江
）、
朝
倉
な
み
え

（
伸
洋
）、
笹
治
貞
子（
上
野
克
子
）

棡
原
地
区

中
村
林
太
郎（
茂
）

西
原
地
区

降
矢
春
雄（
幹
男
）

秋
山
地
区

野
崎
陽
子（
征
長
）
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◇『
ロ
ッ
ク
母
』

角
田
光
代
／
著
　
講
談
社

身
重
で
帰
っ
て
き
た
娘
を
迎

え
た
の
は
、
毎
日
ニ
ル
ヴ
ァ
ー

ナ
を
大
音
量
で
聞
く
母
だ
っ
た

…
。
短
篇
小
説
7
編
を
収
録
。

◇『
だ
め
だ
め
す
い
か
』

白
土
あ
つ
こ
／
作
・
絵
　
ひ

さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

た
っ
く
ん
が
じ
い
じ
に
す
い

か
を
届
け
る
途
中
、
た
ぬ
き
が

現
れ
て
言
い
ま
す
。「
ね
え
ね
え
、

す
い
か
わ
り
っ
て
し
た
こ
と
あ

る
？
」 上

野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

88
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

5 6 7 8 9 10
4
11

12 13 14 15 16 17 18
2119 20
28 29
22 23

31
24 25

26 27

1 32

30

一

般

書

◇
『
か
っ
て
ま
ま
』

諸
田
玲
子
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
ラ
ン
ナ
ーrunner

』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
幻
冬
舎

◇
『
影
絵
の
騎
士
』

大
沢
在
昌
／
著
　
集
英
社

◇
『
捨
て
る
神
よ
り
拾
う
鬼
』

佐
藤
雅
美
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
夜
明
け
の
街
で
』

東
野
圭
吾
／
著
　
角
川
書
店

◇
『
小
美
代
姐
さ
ん
愛
縁
奇
縁
』

群
よ
う
こ
／
著
　
集
英
社

◇
『
剣
豪
た
ち
の
関
ケ
原
』

鳥
羽
亮
／
著
　
徳
間
書
店

◇
『
1
／
4
の
オ
レ
ン
ジ
5
切
れ
』

ジ
ョ
ア
ン
・
ハ
リ
ス
／
著
　
那

波
か
お
り
／
訳
　
角
川
書
店

◇
『
イ
ラ
ス
ト
版
行
事
食

歳
事
食
』

坂
本
廣
子
／
著
　
合
同
出
版

児

童

書

◆
『
い
じ
め
ら
れ
っ
子
ノ
ラ
』

宗
田
理
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◆
『
世
界
一
や
さ
し
い

問
題
解
決
の
授
業
』

渡
辺
健
介
／
著
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社

◆
『
友
だ
ち
に
な
れ
た
ら
、

き
っ
と
。』

ガ
リ
ト
・
フ
ィ
ン
ク
メ
ル
ヴ

ェ
ト
・
ア
ク
ラ
ム
・
シ
ャ
ー
バ

ー
ン
／
作
　
鈴
木
出
版

◆
『
川
か
ま
す
の
夏
』

ユ
ッ
タ
・
リ
ヒ
タ
ー
／
著
　
古

川
ま
り
／
訳
　
主
婦
の
友
社

◆
『
ク
マ
ノ
ミ
と

サ
ン
ゴ
の
海
の
魚
た
ち
』

大
方
洋
二
／
写
真
・
文
　
岩
崎

書
店

◆
『
シ
ッ
プ
船
長
と
う
み
ぼ
う
ず
』

か
ど
の
え
い
こ
／
作
　
オ
ー
ム

ラ
ト
モ
コ
／
絵
　
偕
成
社

絵

本

○
『
う
み
の
ポ
ス
ト
く
ん
』

村
上
康
成
／
絵
　
山
下
明
生
／

文
　
教
育
画
劇

○
『
な
つ
の
お
う
さ
ま
』

さ
さ
め
や
ゆ
き
／
絵
　
薫
く
み

こ
／
作
　
ポ
プ
ラ
社

○
『
く
さ
び
ら
』

竹
内
通
雅
／
絵
　
も
と
し
た
い

づ
み
／
文
　
講
談
社

○
『
や
ま
ぼ
う
し
村
の
ピ
ッ
キ
』

南
塚
直
子
／
作
　
理
論
社

○
『
お
ば
け
で
ん
し
ゃ
』

西
村
繁
男
／
絵
　
内
田
麟
太

郎
／
文
　
童
心
社

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
の
妖
精
』

◎
日
時
　
8
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

午
後
2
時
〜
3
時
20
分

☆
夏
休
み
ア
ニ
メ
祭
り
☆

『
ロ
ー
ジ
ー
の
さ
ん
ぽ
』

◎
日
時
　
8
月
15
日（
水
）

午
前
10
時
〜

午
後
2
時
〜

☆
お
は
な
し
会
☆

『
さ
か
な
の
お
い
し
い

レ
ス
ト
ラ
ン
』

◎
日
時
　
8
月
18
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
風
立
ち
ぬ
』

堀
辰
雄
／
作
ほ
か

◎
日
時
　
8
月
19
日（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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7月5日、棡原駐在所勤務の小川孝之巡査部長が、
山梨県警察官友の会駐在所勤務員表彰感謝状を受賞さ
れました。この表彰は、地域住民の安全・安心に積極
的に取り組み、地域に根ざした警察官活動が評価され
たことによる受賞です。

第58回北都留支部中学校総合体育大会

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

6月20日、上野原中学校グラウンドにおいて、第58回北都留支部中学
校総合体育大会陸上競技の部が開催されました。
大会は、男子1年・2年・共通の部の23種目、女子1年・2年・共通の

部の20種目、合計43種目が行われ、各種目とも力の入った熱戦が繰り広
げられました。各種目2位以内（リレーは1位のみ）の選手（チーム）には、
7月末の山梨県総体への出場権も与えられました。
（写真は、最終種目の共通男子4×100袤リレー決勝）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課秘書広報担当 電話62-3118

人口●27,890人 （－12）
男 ●13,909人 （－15）
女 ●13,981人 （＋ 3）
世帯●10,065世帯（＋14）
平成19年7月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●山梨県警察官友の会駐在所勤務員表彰
6月18日、もみじホールにおいて人形劇が行われ

ました。この人形劇は、上野原市にある三私立幼稚園
（上野原羽佐間幼稚園・上野原幼稚園・島田幼稚園）
が合同で実施したもので、当日は大勢の園児が「ブレ
ーメンの音楽隊」を楽しみました。

●上野原三私立幼稚園合同人形劇

5月19日、もみじホールにおいて、北都留小中学
校PTA連合会（宮本恒夫会長・沢松小）の総会が行
われ、平成19年度の活動方針や予算計画などが審議
されました。また、功労のありました大鶴子ども見守
り隊他3団体と役員16人に感謝状が贈られました。

●北都留小中学校PTA連合会総会
7月13日、鶴川橋周辺の鶴川で市の建設業協会の

方と市職員による河川清掃が実施されました。
河川清掃では、生い茂った草を草刈り機やかまで刈

ったり、捨てられている空き缶やごみを片づけたりし
ました。

●鶴川の河川清掃
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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